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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回転アクチュエータレバー装置であって、
第１の穴、および、該第１の穴と軸方向に整列され該第１の穴よりも大きいサイズである
第２の穴を有する、円筒状の本体と、
前記本体から所定の距離延在し、第２のアーム部材から離間した第１のアーム部材を備え
たレバーアームとを、備え、
前記第１および第２のアーム部材が、それぞれ、レバーをアクチュエータステムに動作可
能に連結する固定部を受容するための、開口部を有し、
前記本体は、前記レバーが前記アクチュエータステムに連結する際に、前記第１のアーム
部材を前記第２のアーム部材と関連して曲げるため、該第１のアーム部材に隣接する円形
凹溝を有する回転アクチュエータレバー装置。
【請求項２】
前記第１の穴が、スプライン弁軸を受容する、請求項１記載の装置。
【請求項３】
前記第２の穴が挿入部材の少なくとも一部分を受容し、前記挿入部材が弁軸を受容するよ
う成形された開口部を有する、請求項２記載の装置。
【請求項４】
前記開口部が角軸を受容するよう成形されている、請求項３記載の装置。
【請求項５】
前記アクチュエータステムが、前記レバーアームを該アクチュエータステムに回転可能に
連結するロッドエンドベアリングを有する、請求項１記載の装置。
【請求項６】
回転アクチュエータ組立体と共に使用するための、レバー装置であって、
本体と、
アクチュエータステムに回転可能に連結されたレバーアームを備え、
前記レバーアームは、アクチュエータステムと接続するように構成された第１および第２
のアーム部材を備えて、前記レバーの本体から所定の距離延在し、前記本体は前記第１の
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アーム部材に隣接して、前記第２のアーム部材に対して前記第１のアーム部材が曲がるこ
とを可能にする円形凹溝を有し、前記本体が第１の弁軸を受容するための第１の成形内面
を備えた第１の穴を有するレバー装置。
【請求項７】
前記第１の成形内面が、スプライン内面を備え、
前記第１の穴が、スプライン外面と、前記第１の弁軸を受容するよう成形された開口部と
を有する、挿入部材の少なくとも一部を受容する、請求項６記載の装置。
【請求項８】
前記第１の弁軸が、角軸、ダブルＤ型軸またはキー連結型弁軸を備える、請求項７記載の
装置。
【請求項９】
前記第１の弁軸とは異なる第２の弁軸を受容するための第２の成形内面を有する、第２の
穴をさらに備える、請求項６記載の装置。
【請求項１０】
前記第２の成形内面がスプライン内面を備え、前記第２の弁軸がスプライン弁軸を備える
、請求項９記載の装置。
【請求項１１】
前記第１の穴が、前記第２の穴よりも大きい直径を有する、請求項９記載の装置。
【請求項１２】
前記アクチュエータステムが、前記レバーアームを前記アクチュエータステムに回転可能
に連結する、ロッドエンドベアリングを有する、請求項６記載の装置。
【請求項１３】
回転アクチュエータ組立体であって、
ハウジングに取り付けられ、軸を有する弁と、
前記弁に動作可能に連結され、前記ハウジング内に配置されたアクチュエータと、
本体と、該本体から延在して前記アクチュエータのアクチュエータステムに回転可能に連
結されたレバーアームを有するレバーとを、備え、
前記レバーは、前記アクチュエータステムが前記レバーアームに連結する際に、該レバー
アームの第２のアーム部材と関連して、該レバーアームの第１のアーム部材を曲げること
ができるように、該レバーアームに隣接する円形凹溝を本体内に有し、前記本体が第１の
弁軸を受容するよう第１の穴を有する回転アクチュエータ組立体。
【請求項１４】
前記レバーアームの前記第２の部材が、該レバーアームの前記第１の部材よりも大きい厚
さを有する、請求項１３記載の回転アクチュエータ組立体。
【請求項１５】
前記本体が、スプライン弁軸を受容するための第２の開口部をさらに備える、請求項１３
記載の回転アクチュエータ組立体。
【請求項１６】
前記第１の穴が、挿入部材の少なくとも一部分を受容する、請求項１３記載の回転アクチ
ュエータ組立体。
【請求項１７】
前記挿入部材が、前記第１の弁軸を前記レバーに動作可能に連結する、請求項１６記載の
回転アクチュエータ組立体。
【請求項１８】
前記挿入部材が、角軸、ダブルＤ型軸またはキー連結型軸を受容するよう成形された開口
部を有する、請求項１７記載の回転アクチュエータ組立体。
【請求項１９】
ロッドエンドベアリングが、前記アクチュエータステムを前記レバーアームに回転可能に
連結する、請求項１３記載の回転アクチュエータ組立体。
【請求項２０】
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固定部が、前記ロッドエンドベアリングを前記レバーアームに連結する、請求項１９記載
の回転アクチュエータ組立体。
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